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表紙　笑顔であけましておめでとう
　新年明けましておめでとうございます。　
　今年最初の表紙は82人の笑顔で飾りました。
　皆さんにとって２０１４年が笑顔あふれる
一年になりますように。
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新年のごあいさつ

日田市長 原田啓介
市民とのつながりで、
新しい自治創造を

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

被
害
か
ら
の
早
急
な
復
旧
と
復
興
を
、
本
市
の

最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
完
了
若
し
く

は
発
注
済
み
で
あ
り
、
国
の
事
業
で
あ
る
花
月

川
の
大
規
模
改
修
等
を
除
き
、
26
年
度
中
に
ほ

ぼ
完
了
の
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
国
内
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
傾
向
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
へ
の
波
及
は
実

感
と
し
て
乏
し
く
、
本
市
の
景
気
動
向
に
は
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
株
式
会
社
九
州
コ
ク
ボ
か
ら
工
場
増

設
表
明
と
い
う
、
地
元
の
若
者
雇
用
が
見
込
ま

れ
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
、
大
変
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
、
本
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
や
林
業
を
始
め
、
商
工
・
観
光

業
な
ど
の
振
興
が
不
可
欠
で
あ
り
、新
た
な
年
は
、

各
種
施
策
に
更
に
力
を
入
れ
て
推
進
い
た
し
ま

す
。
特
に
林
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
県
際
サ

ミ
ッ
ト
を
契
機
と
し
て
、
官
民
挙
げ
て
の
林
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
準
備
を
進
め
て

お
り
、
今
後
の
基
幹
産
業
の
発
展
に
生
か
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
は
、
文
化
庁
が
選
定
し
た
重

要
文
化
的
景
観
の
保
存
や
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
調
査
研
究
・
情
報
交
換
を
行
う
「
全
国
文

化
的
景
観
地
区
連
絡
協
議
会
」
と
私
塾
咸
宜
園

の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
「
世
界
遺
産
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
が
日
田
市
で
予
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
本
市
の
魅
力
の

情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
、
市
長
就
任
前
は
一
市
民
と
し

て
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関
わ
り
、
自
治

と
は
、
自
ら
治
め
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
就
任
後
も
基
本
理
念
と
し
て
「
市
民
参

加
型
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、

継
続
し
た
取
組
を
行
い
、
昨
年
は
、
正
に
「
参

画
と
協
働
」
を
進
め
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
と
な
る
「
日
田
市
自
治
基
本

条
例
」
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
と
市
議
会
及
び
市
長
等
の

お
互
い
の
信
頼
関
係
を
強
め
、
市
民
を
主
体
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も

に
、
財
政
推
計
を
踏
ま
え
「
将
来
を
見
据
え
た

行
財
政
改
革
」
を
始
め
、
山
積
す
る
課
題
の
解

決
に
向
け
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

3 2014. 1. 1 

New year's greetings

日田市議会議長 赤星仁一郎 市民の負託に応える議会へ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
初
春
を
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
、
市

議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
政
府
は
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
て
経
済
対
策
を
強
化
し
て
お
り
、
景
気

は
、
や
や
回
復
基
調
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
中
小
零
細
企
業
や
一
般
家
計
に
は
、
ま

だ
そ
の
実
感
が
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
４
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
や
交
渉
中
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

に
よ
る
経
済
、
財
政
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
に
よ

る
過
疎
化
や
地
域
活
力
の
低
下
等
が
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
地
域
経
済
の
再
生
、
雇
用
の
増

大
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
等
と
、
抱
え
る
行
政

課
題
は
山
積
し
、
ま
た
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
方

自
治
体
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
環
境
の
変

化
や
課
題
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
責
任
と
判
断
に

よ
り
、
地
域
に
合
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続

し
て
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
同

時
に
、
地
方
議
会
の
役
割
も
重
要
性
を
増
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
日
田
市
は
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
図
る
た
め
、
自
治
の
基
本
原
則
や

市
民
と
の
協
働
等
を
規
定
し
た
自
治
基
本
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

私
ど
も
議
会
と
し
て
は
、
市
政
執
行
の
監
視

や
政
策
の
評
価
、
提
案
が
行
え
る
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
内
に
は
、
議

会
の
基
本
理
念
や
議
員
の
責
務
な
ど
議
会
の
基

本
的
事
項
を
定
め
た
議
会
基
本
条
例
を
制
定
す

る
予
定
で
す
。
引
き
続
き
議
会
改
革
を
進
め
な

が
ら
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
議
会
、
市
民
の

負
託
を
受
け
た
市
民
の
代
表
者
と
し
て
の
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
、
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
所
存
で
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
更

な
る
研
鑽
や
市
民
意
見
の
把
握
に
努
め
、
本
市

の
一
層
の
振
興
、
発
展
と
健
や
か
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
決
意
で
あ
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
活
動
事
例

ご
存
知
で
す
か

　
　
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ

い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

地
域
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、
生
活
や

福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
民
生
委
員

は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
児
童
委
員

も
兼
ね
て
お
り
、
妊
娠
中
の
心
配
ご
と

や
子
育
て
の
不
安
に
関
す
る
様
々
な
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
ま
た
、民
生
委
員・児

童
委
員
の
中
か
ら
指
名
さ
れ
て
、
児
童

福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
に
担
当
す

る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　

日
田
市
で
は
、
平
成
25
年
12
月
１
日

に
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
委

員
定
数
203
人
、
う
ち
主
任
児
童
委
員
26

人
）
任
期
は
３
年
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
、
地
域
住
民
で
あ
る
皆
さ
ん
と

同
じ
立
場
で
相
談
に
応
じ
、
必
要
で
あ

れ
ば
福
祉
制
度
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
に

つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

特
定
の
地
域
を
担
当
し
、
高
齢
者
や

障
害
が
あ
る
人
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
、

子
育
て
な
ど
の
不
安
に
関
す
る
様
々
な

相
談
・
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

・
担
当
地
域
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

人
の
い
る
世
帯
、
児
童
・
妊
産
婦
、

母
子
家
庭
な
ど
の
状
況
把
握
（
家
庭

訪
問
や
地
域
で
の
情
報
収
集
な
ど
）

・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
・
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
情
報
提
供

・
支
援
が
必
要
な
人
の
様
々
な
相
談
に

応
じ
、
助
言

主
任
児
童
委
員

　

特
定
の
地
域
を
担
当
せ
ず
、
地
域
の

児
童
福
祉
に
関
す
る
機
関
の
連
携
を
図
り
、

地
域
担
当
の
児
童
委
員
の
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

・
市
、
福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
や

保
育
所
、
学
校
と
地
域
担
当
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整

地域の身近な相談員
民生委員・児童委員
　地域から選ばれ、厚生労働大臣の委嘱を受けた民生委員・児童委員は、誰もが安心して
暮らすことのできる地域社会づくりを目指して活動しています。

民生委員・児童委員マーク
　このマークは昭和35年に
公募して選ばれたものです。
幸せの芽生えを表現した四
つ葉のクローバーをバック
に、民生委員の「み」の文字と児童委員
を表す「双葉」を組み合わせて平和のシ
ンボルである鳩を描き、愛情と奉仕を表
しています。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
（
桂
林
地
区
）

　
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

に
よ
り
花
月
川
が
増
水
し
た
際
、
地

区
内
の
独
居
老
人
16
世
帯
を
訪
問

し
、「
２
階
で
待
機
し
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
川
が

ま
す
ま
す
増
水
し
、
手
分
け
し
て
地

域
の
警
戒
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

掲
げ
る
「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な

い
運
動
」
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
の
一
員
と
し
て
仲
間
と
と

も
に
行
動
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
し
た
。

子
育
て
サ
ロ
ン
（
光
岡
地
区
）

　

毎
月
第
３
木
曜
日
（
４
月
を
除

く
）
の
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
、

光
岡
公
民
館
で
子
育
て
サ
ロ
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
若
い
母
親
の
孤
立

化
が
進
む
中
、
母
親
同
士
の
友
達
、

話
し
相
手
の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と

か
ら
企
画
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

出
前
保
育
や
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
、

お
や
つ
作
り
な
ど
を
開
催
し
、
母
親

同
士
だ
け
で

な
く
、家
族

間
の
交
流
を

深
め
る
き
っ

か
け
作
り
に

も
な
っ
て
い

ま
す
。
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民生委員・児童委員に相談したいときは

　社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３ 日田市社会福祉協議会 ☎㉔７０２６

「
す
ず
め
の
学
校
」
の
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
花
地
区
）

　
平
成
20
年
に
、
認
知
症
防
止
に
つ

な
が
る
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る

「
す
ず
め
の
学
校
」
が
開
校
。
指
導

者
の
一
員
と
し
て
関
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
毎
月
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
・
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

認
知
症
を
地
域
で
予
防
し
、
明
る
く

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

過
疎
集
落
に
お
け
る
支
援
活
動

　
　
　
　
　
　
　
（
上
津
江
地
区
）

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
「
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
で
い
つ
ま
で
も
末
永
く

暮
ら
し
て
生
き
た
い
」
と
い
う
思
い

に
応
え
る
た
め
、平
成
21
年
か
ら「
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

診
療
所
の
医
師
や
警
察
官
を
招
い

た
講
話
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身

近
な
人
に
会
え
る
交
流
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
じ
こ
も
り
を

防
止
す
る
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　高齢者や障害のある人への支援が必要なとき、子育て・介護の心配ごとや不安があるときは、お住まいの地
域の民生委員・児童委員、主任児童委員にお気軽にご相談ください。民生委員・児童委員、主任児童委員には
守秘義務があり、相談した人の秘密は守られます。
　お住まいの地域の民生委員・児童委員をご存知ですか
　お住まいの地域の民生委員・児童委員の連絡先が分からない場合は、社会福祉課又は日田市社会福祉協議会
にお問い合わせください。

　主任児童委員は、乳児から18
歳未満の子供と子育てについての
相談を受け、学校を始めとする
様々な教育や福祉の機関と連携し
ながら、問題解決につなぐお手伝
いをしています。虐待、不登校、
いじめなどの子供たちの問題は原
因が広範囲で複雑なので、解決ま
でたどり着くのは困難で道のりも
長くなります。地域の「おばちゃ
ん」に成り切って、話だけでも聞
くことができればと思い、日々活
動を続けています。

　昔と比べて福祉の環境が充実し、子供たちは親より
も保育園や学校の先生と過ごす時間の方が長くなって
います。親に余裕がないと、子供にいろいろなことを
教える時間もなくなります。家庭の状況によって様々
な事情があるのですが、子供にとって家族との触れ合
いの時間は大切なものだと思います。子育てに不安な
気持ちを持つ親御さんたちに相談しやすい環境をつく
るため、子供が生まれた家庭に主任児童委員への相談
について郵送でお知らせする「ハッピーメール」とい
う取組を行っています。子育てだけでなく、家庭の不
安を少しでも取り除くお手伝いができればと思います。

　年に１回開催している会食交流
会では、高瀬校区の一人暮らしの
高齢者が25～30人集まり、一緒
に食事を囲んでにぎわいます。飛
び入りの歌や芸の披露もあり、皆
さん和気あいあいと楽しんでいた
だいています。また、民生委員・
児童委員のチームワークを高めよ
うと、平成19年度からオレオレ
詐欺の寸劇を始めました。少しで
も詐欺被害が減るように願って活
動しています。
　民生委員・児童委員の仕事は、
主に高齢者や障害者、子供たちを対象に話を聞いたり、
相談を受けたりして、行政と社会福祉協議会等の関係
機関と連携をして問題を解決に導くお手伝いをするこ
とですが、最近では働き盛りの人やシングルマザーの
人の自殺のニュースが増えています。日田市は大分県
の中で２番目に自殺者が多いと言われており、私は委
員の皆さんに「担当する地域の全ての人に気を配りま
しょう」と声を掛けています。民生委員・児童委員の
仕事は奥が深く、責任の重さを感じることがあります
が、私たちの思いや活動が住民の皆さんに伝わったと
きは、喜びとやりがいを感じます。

高
瀬
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
在
任
期
間
／
平
成
16
年
４
月
１
日
〜
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
正
男
さ
ん

天
瀬
地
区
主
任
児
童
委
員

（
在
任
期
間
／
平
成
６
年
１
月
１
日
〜
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
富
佐
子
さ
ん



62014. 1. 1 

くらしの情報市政情報ピックアップ

【問合せ】税務課納税係☎㉒８２０５

お知ら
せ
インターネット公売物件下見会

▶とき　　１月10日㈮
         　　午前10時～午後４時
▶ところ
　市役所１階１０１会議室
▶公売予定物件　つぼ、絵画など
▶公売への申込方法
　下記ホームページから申込み
　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp
※公売する物件（動産）を直接確認できるのは、下見会
のみです。また、公売物件は変更することがあります。

【問合せ】議会事務局☎㉒８２１４

お知ら
せ
議会基本条例の意見を募集

　市議会では、議会基本条例の制定に向けて作業
を進めています。１月６日から、市議会ホームペ
ージ、市役所１階３日以内窓口係、各振興局・振
興センター、各地区公民館（振興局・振興センタ
ー管内を除く10か所）の窓口で素案を公開します
ので、ご意見をお寄せください。

▶意見の提出方法
　市議会ホームページ、郵便、ファックス、議会
事務局、各振興局・振興センターに持参のいず
れかで提出

▶意見提出期限　２月４日㈫
▶意見提出先
　〒８７７-８６０１（住所記載不要）
　議会事務局　㉒８２４９（市役所３階）

【問合せ】生涯学習交流センター☎㉖３２１１
　社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８

募 集 食育講座

▶とき
　１月26日㈰
　午前10時～11時
　（受付は午前９時30分～）
▶ところ
　生涯学習交流センター
▶参加費　
　５００円
▶募集数　
　20人（先着順）
※生涯学習交流センターに
電話でお申し込みください。

【問合せ】バイオマス資源化センター☎㉕５８１１

お知ら
せ

堆肥の販売受付

▶販売物
　袋詰堆肥15キロ袋
▶成分　窒素２.０％、リン２.９％、加里（カリウ
ム）０.４％

▶販売手数料　１袋50円
▶申込方法（はがきと電話の併用はできません）
①はがきから申込み（先行受付）
　住所・氏名・電話番号（必ず昼間に連絡のとれ
る連絡先）・申込数量（一人あたり20袋以内）
を記入の上、１月10日（消印有効）までに郵送

　※先行予約は、はがきのみ受け付けます。
・申込先
　〒８７７‐１２３２　清水町１９０６
　バイオマス資源化センター
②電話から申込み
　１月15日㈬～17日㈮（午前９時～午後４時）
　※当日は混雑が予想されます。ご了承ください。
▶販売方法　予約受付順に連絡
液肥の無料配布
　処理後の消化液を加熱殺菌した液体肥料です。
　随時、無料で提供していますので、希望する人
は容器等（ポリタンク・ペットボトル）を持参し
てください。大量に必要な場合は運搬車の貸出し
も可能です。
※運搬車は事前に予約が必要です。
▶成分
　窒素０.２６％、リン０.０１％、加里（カリウ
ム）０.１０％
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【問合せ】市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係☎㉒７５１５

募 集 平成26年度市民サービス協働事業を募集

　市では、ＮＰＯ（特定非営利活動法人及び非営利の市民活動団体）と市との協働を推進し、ＮＰＯの特性を生か
した市民サービスを提供するため、平成26年度市民サービス協働事業を募集します。

▶募集事業
・ＮＰＯ提案型（自由テーマ型）
　ＮＰＯが非営利で公益的な事業の企画案を市に提出し、ＮＰＯと市が協議しながら実施する事業
・行政提案型（テーマ設定型）
　次の市の事業に対して、ＮＰＯが具体的な事業の実施方法を提案し、ＮＰＯと市が協議しながら実施する事業
　平成26年度行政提案型募集事業一覧

▶申込資格　３人以上で構成し、非営利で公益的な活動を行っているＮＰＯ（法人格の有無は問いません）
※申込みを希望するＮＰＯは、必ず事前にお問い合わせください。詳しい内容や提出書類について説明します。
▶申込期限　２月14日㈮

【問合せ】健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１
大分県後期高齢者医療広域連合
　☎０９７‐５３４‐１７７１

お知ら
せ 大分県後期高齢者医療制度
高額介護合算療養費のお知らせを送付

　後期高齢者医療制度の被保険者が、平成24年８
月から平成25年７月までに支払った医療保険と介
護保険の自己負担額の合計が基準額を超えた場合
には、申請によりその超えた額の支給を受けるこ
とができます。
　支給が見込まれる人には、１月にお知らせの文
書と支給申請書を送付しますので、申請書に必要
事項を記入の上、必要書類を添えて健康保険課
（市役所１階）で手続をしてください。
　なお、国民健康保険の加入者で支給が見込まれ
る人には、随時、お知らせを送付します。

【問合せ】日本年金機構日田年金事務所☎㉒６１７４
　健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１

お知ら
せ 新成人の皆さんへ

20歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったときや、いざというと
きの生活を現役世代みんなで支えようという考え
で作られた仕組みです。
　また、国民年金は20歳以上60歳未満の人は加
入することが義務付けられています。（厚生年金・
共済年金加入者及びその加入者に扶養されている
配偶者を除く）20歳の誕生月の前月に日本年金機
構から届く「国民年金資格取得届」を提出してくだ
さい。
　保険料の支払には、学生納付特例制度や若年者
納付猶予制度があり、申請が必要です。詳細は、
お問い合わせください。

市内在住の小学校６年生（40人）を対象に、３泊４日で屋久
島町を訪問するための企画・運営

秋のバラフェアの際に開催するフレアバーテンダー大会の会場
設営とその他の催しの企画・運営

文化芸術鑑賞公演（２公演）の企画・運営

市内在住の小学生を対象に、日帰りで環境について学習する
「子ども環境バスツアー」の企画・運営
若者連絡協議会パトリンクの連絡・調整、ＮＰＯ育成講座の企
画・運営、まちづくり活動実績報告シンポジウムの企画・運営

１　屋久島町子ども交流事業

２　文化芸術鑑賞公演委託事業

３　天瀬農業公園誘客事業
　（フレアバーテンダー大会）
４　子ども環境教育推進事業
　（子ども環境バスツアー）

５　ＮＰＯ育成事業

企画課

文化振興課

天瀬振興局
産業建設課

環境課

市民活動
推進課

協働担当課事業名 事業概要
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Information 1.１ 次回の広報ひた１月15日号は、１月15日㈬に発送します。 くらしの情報

こころちゃん

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
集

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

 
登
載
申
請
は
１
月
10
日
ま
で
に

　
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
が
あ
る
人

は
、
申
請
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
な
け
れ
ば
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
申
請
書
を

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
１
月
１
日
現
在

の
状
況
を
記
入
し
、
１
月
10
日
ま
で
に
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
投
か
ん
又
は

左
記
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
及
び
平
成
25
年
12
月
28

日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
は
、
市
役
所
の
日
直

が
受
け
取
り
ま
す
。

■
選
挙
権
が
あ
る
人

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
満
20
歳
以
上
の
人

（
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
で
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業
務

を
営
ん
で
い
る
人

②
①
に
該
当
す
る
人
の
同
居
の
親
族
・
配

偶
者
又
は
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
・

社
員
・
株
主
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
で
、
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
人

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

均
等
・
両
立
推
進
企
業
表
彰

　
厚
生
労
働
省
は
、「
女
性
労
働
者
の
能
力

発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組
」

又
は
「
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支

援
の
た
め
の
取
組
」
を
推
進
し
て
い
る
企

業
を
表
彰
し
ま
す
。
大
分
県
労
働
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
大
分
県
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://oita-roudoukyoku.jsite.

　

m
hlw
.go.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
期
間

　
１
月
１
日
㈷
〜
３
月
31
日
㈪

　
大
分
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
４
０
２
５

林
業
退
職
金
共
済
の
手
続
は

　
　
　
　
　
　

 

お
済
み
で
す
か

　
林
業
退
職
金
共
済
に
加
入
し
て
い
て
、

退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
林
業
の
仕
事
を

し
て
い
た
人
で
、
ご
自
身
が
林
業
退
職
金

共
済
に
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
人

に
つ
い
て
も
調
べ
ま
す
。
そ
の
他
、
り
災

し
た
共
済
契
約
者
及
び
被
共
済
者
の
各
種

手
続
に
つ
い
て
も
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

同
行
援
護
（
視
覚
障
が
い
者
）

　
　
　
　
　

 

従
事
者
養
成
研
修

　
同
行
援
護
と
は
、
視
覚
障
が
い
者
が
安

全
に
外
出
す
る
た
め
の
支
援
や
買
い
物
の

際
に
商
品
選
択
な
ど
を
判
断
す
る
た
め
の

情
報
提
供
、
代
筆
・
代
読
な
ど
を
行
う
こ

と
で
す
。

　
従
事
者
に
な
る
た
め
に
は
、
養
成
研
修

の
受
講
が
必
要
で
す
。

■
対
象　
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
有
資
格
者
及

び
初
任
者
研
修
修
了
者

■
と
き　
２
月
10
日
㈪
か
ら
12
日
㈬
ま
で

の
３
日
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

■
と
こ
ろ　
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所　
虹
の
家

■
受
講
料　
３
万
１
５
０
０
円
（
駐
車
場

利
用
の
人
は
別
途
５
０
０
円
が
必
要
）

■
募
集
数　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

森
林
づ
く
り
事
業
の
提
案
を
募
集

　

県
内
に
住
居
又
は
事
務
所
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
）
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
県
民
の
参
加

を
募
っ
て
行
う
森
林
づ
く
り
活
動
や
森
林

環
境
教
育
活
動
等
の
事
業
内
容
を
募
集
・

助
成
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
事
業　

①
植
栽
、
下
刈
、
つ
る
切
り
、
除
伐
、
間

伐
、
伐
竹
、
管
理
用
作
業
路
の
設
置
等

②
森
林
教
室
、
自
然
観
察
会
、
講
演
会
、

炭
焼
体
験
、
椎
茸
駒
打
ち
体
験
等

③
ナ
タ
・
ノ
コ
等
共
用
機
材
の
購
入
、
炭

化
施
設
の
設
置
等

■
申
込
期
限　
１
月
31
日
㈮

※
詳
細
は
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w.pref.oita.jp/soshiki/16120/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班　

　
☎
㉒
２
５
８
５

新
た
な
育
林
技
術
等
研
究
開
発

　
　
　
　
事
業
の
提
案
を
募
集

　
県
内
に
住
居
又
は
事
務
所
が
あ
る
人
を

対
象
に
、
次
の
事
業
内
容
を
募
集
・
助
成

し
ま
す
。

■
募
集
す
る
事
業　

①
新
た
な
森
林
の
造
成
や
育
成
・
管
理
技

術
等
に
関
す
る
研
究
開
発

②
新
た
な
木
材
や
竹
材
等
の
需
要
拡
大
に

必
要
な
商
品
の
開
発
や
加
工
処
理
技
術

等
に
関
す
る
研
究
開
発

■
申
込
期
限　
２
月
28
日
㈮

※
詳
細
は
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w.pref.oita.jp/soshiki/16120/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班　

　
☎
㉒
２
５
８
５

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
　

 

平
成
26
年
度
入
校
生
募
集

■
訓
練
期
間

　
４
月
９
日
㈬
〜
平
成
27
年
３
月
13
日
㈮

■
科
目
・
対
象

①
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
高
校
卒
業
程
度
以
上
（
18
歳
以
上
39
歳

以
下
）
で
求
職
中
の
人

②
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

　
中
学
校
卒
業
程
度
以
上
（
18
歳
以
上
）

で
求
職
中
の
人

■
募
集
数　
各
科
20
人

※
授
業
料
無
料
。
（
入
校
時
に
教
科
書
等
の
実

費
が
必
要
）

■
試
験
日　
２
月
17
日
㈪

※
願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
１
月
31
日
㈮

※
詳
細
は
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.hita-tc.ac.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

第
16
回
鬼
火
焚
き

　
当
日
は
、
神
主
に
よ
る
神
事
の
後
、
豚

汁
や
ぜ
ん
ざ
い
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
12
日
㈰　
午
前
６
時
〜

　
か
ん
ぽ
の
宿
前
河
川
敷
（
中
ノ
島
町
）

　
Ｄ
Ｓ
会
事
務
局
（
渡
辺
）

　
☎
㉒
６
６
５
５

映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
日
田
市
上
映
会

　
「
じ
ん
じ
ん
」
は
、
「
絵
本
の
里
」
北

海
道
剣
淵
町
を
舞
台
に
人
の
優
し
さ
と
親

子
の
き
ず
な
、
絵
本
の
力
を
描
い
た
、
全

国
各
地
で
感
動
の
声
が
届
い
て
い
る
映
画

で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ 

　
１
月
18
日
㈯
（
３
回
上
映
）

　
①
午
前
10
時
30
分

　
②
午
後
２
時

　
③
午
後
６
時
30
分

　
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

□
料
金
（
前
売
り
券
）
大
人
１
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
８
０
０
円

※
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
当
日
券
の
み
。

※
映
画
の
収
益
で
日
田
市
の
子
供
た
ち
に
絵
本

を
贈
り
ま
す
。

　
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
日
田
市
上
映
実
行

委
員
会
事
務
局
（
町
谷
）　

　
☎
０
８
０
‐
３
９
０
０
‐
１
４
０
２

　
（
エ
ホ
ン
ト
内
）

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

　
高
齢
者
施
設
や
地
域
の
高
齢
者
サ
ロ
ン

等
で
使
え
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
19
日
㈰　
午
前
９
時
30
分
〜
（
受

付
は
午
前
９
時
か
ら
）

　
桂
林
公
民
館

※
参
加
費
等
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

☎
㉘
６
１
１
５

　
☎
０
９
０
‐
５
９
３
０
‐
２
９
１
０

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生
募
集

　
　
　
（
認4-25-44-02-03-0221

）

　
給
与
・
年
末
調
整
・
社
会
保
険
の
計
算
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
や
文
書
作
成
、
会

計
基
礎
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
就
職
応
募

書
類
の
書
き
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

□
訓
練
期
間　
２
月
27
日
㈭
か
ら
５
月
26

日
㈪
ま
で
の
３
か
月
間

　
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時
50
分

□
と
こ
ろ

　
大
分
経
理
専
門
学
校
日
田
教
室

□
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

□
募
集
数　
20
人
（
選
考
有
り
）

□
申
込
期
限　
２
月
３
日
㈪

※
受
講
資
格
・
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
大
分

経
理
専
門
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

（http://w
w
w
.keiri.ac.jp/

）
を
ご
覧
に

な
る
か
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
大
分
経
理
専
門
学
校
日
田
教
室（
木
村
）

　
☎
㉓
８
４
３
３

年
賀
状
な
ど
の
書
き
損
じ
は
が
き
の
回
収

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
を
無
く
す
た

め
、
書
き
損
じ
は
が
き
な
ど
を
集
め
て
換

金
し
、
地
雷
撤
去
団
体
に
寄
附
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
小
・
中
学
校
で
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
（
財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局

　
☎
０
９
２
‐
８
３
３
‐
７
５
７
５

人権コラム　　心、豊かに

憎しみから相互理解へ

　過激化するヘイトスピーチに京都地
裁が一石を投じる司法判断を下しました。
　この判断が、言論や表現の自由の領
域を超えた差別的な行為の沈静化につ
ながることが望まれています。
　ヘイトスピーチは「憎悪表現」と訳
され、人種・民族・国籍などを蔑むと
同時に、憎しみや暴力をかき立てるよ
うな表現が特徴的です。また、インタ
ーネットなどで流される最近のヘイト
スピーチは、国内外を問わず「隣国」
に関連するものが多く、中には生命の
尊厳さえも否定するような、耐え難い
悪口が並べられています。
　人種や国籍を取り上げ非難するヘイ
トスピーチは、「持って生まれた」こと
に対するものです。差別や排除の意思、
また個人の行動を全体の行動と捉えて
しまう偏見によって、当事者に大きな
痛みと絶望感を植えつけてしまいます。
　ヘイトスピーチが繰り返される背景
には、国際的な情勢が大きく影響して
いるため、法の規制によって沈静化を
図ることの必要性を唱える専門家も少
なくないようですが、法の規制は「合
法・違法」の線引きによる混乱を招く
おそれがあり、また、「憎しみ」の原
因となる潜在意識の解消につながりま
せん。
　偉大な作曲家、ベートーベンが「憎
しみは、その心を抱く者の上にはね返
ってくる」という言葉を残しているよ
うに、憎しみを前面に出す攻撃的な行
為は心に暗い影を落とすばかりでなく、
無力感や脱力感を引き起こします。心
の奥底にある感情を見つめ直し、憎し
みを相互理解に変える寛容性を育むこ
とが大切ではないでしょうか。

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７
　　　　　（市役所別館１階）

タ
ウ
ン
情
報
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椎茸大好き！園児が収穫体験
　大分県が生産日本一を誇る椎茸の収穫体験が11月
20日、市内のほだ場で行われ、さかえ保育園の園児
48人が大きく育った椎茸を夢中になって摘み取った。
　これは、椎茸のおいしさを子供たちに知ってもら
うとともに消費の拡大を図ろうと大分県が実施。こ
の日は松下博元さんのほだ場で行われ、園児たちは
大きな椎茸を見付けて笑顔を浮かべていた。

災害想定し小野地区で訓練
　11月28日、豪雨に伴い被害が拡大するおそれがあ
ることを想定した訓練が小野地区で行われ、陸上自
衛隊、警察、消防団など約160人の関係者と住民約
80人が参加した。
　避難者輸送訓練では、地区の３施設に避難してい
た住民を戸山中学校の体育館まで自衛隊のトラック
で輸送。車椅子の人の手を取って隊員が誘導する場
面も見られた。
　また、自衛隊と住民、女性消防団員による炊き出
し訓練、自衛隊と消防団小野分団合同の土のう積み
訓練なども行われ、関係機関の連携を再確認する訓
練となった。

川に歴史あり
　川底にたまった土砂などを取り除くため、三隈川
では川の一部をせき止め、国土交通省による工事が
行われている。
　11月21日に実施された現地見学会では、高校生
を含む市民約30人が参加し、およそ50年振りに現
れた川底を歩いた。川底には、現在の台霧橋の辺り
に掛かっていた「やな」へ導水するための堰が残っ
ており、昔の川の姿を現していた。
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60年の歴史に幕を閉じる
　今回で最後の大会となる第60回日田・中津駅伝
競走大会が12月８日に開催された。参加した19チ
ームは日田市役所前をスタートし、中津市役所前の
ゴールを目指して５区間51kmを走り抜けた。
　大会は「実業団の部」と「郡市の部」に分かれて
おり、日田市から出場した３チームのうち、日田市
陸協チームが｢郡市の部｣で４位となった。

絵本の世界から見えるもの
　絵本作家宮西達也氏とブックドクターあきひろ氏
による講演会「絵本は楽しい!!」が、11月23日に淡
窓図書館で行われ、親子連れなど約90人が二人の話
に聞き入った。講演では、二人が東日本大震災の被
災地を訪ねた際に体験したことを踏まえて、「被災
者が“生きるっていいな”と思えるような絵本を作
りたい」と語った。

健康を願って 烏宿神社はだか参り
　新年の五穀豊穣と無病息災を願う伝統行事「はだ
か参り」が大山町の烏宿神社で行われ、参加した約
80人は冷水で身を清めた後、約400メートルの参
道を駆け上がった。この行事は参道にある御池の水
が、享保の大飢饉を救ったことに感謝して始まった
とされている。平成25年３月28日に市の無形民俗
文化財に指定された。

咸宜・三芳ジュニア、全国大会へ
　12月21日から行われる全国小学生バドミントン
選手権大会に出場する咸宜・三芳ジュニアの５人の
選手たちが、12月13日、日田市役所を訪れ、出場
報告をした。団体戦に出場する宇野泰正さんが「１
回戦は突破したい。全力を出し切って頑張ります」
と抱負を語った。原田市長は「体調万全で臨んでほ
しい」と激励した。

からとまり



122014. 1. 1 

芸術広場
Ａｒｔ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

第８回
日田市美術展
写真の部

日田市議会
議長賞

やってあげるね。
島田文子さん（中釣町）の作品

【作品評】
　御田植祭の写真。少女たちの姿に温かさを感じます。
　　　　　　　　　　　　大分県美術協会写真部会長　大﨑輝彦

今日から始める防災対策⑤

「まさか！」の火事。火災警報器で助かる命

[問合せ]防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）日田消防署☎㉔２２０４

　火災による死者のうち、住宅火災による
死者は全国で毎年１,０００人を超えてお
り、その７割以上が65歳以上の高齢者とな
っています。
　このような中、煙や熱を感知して火災を
知らせる「住宅用火災警報器」の設置が、
平成23年６月から義務化されました。
　昨年、日田市内で発生したガスコンロの

消し忘れによる火災は、火災警報
器の「ピー、ピー」という音に気
付いた住人と隣人が水道水で初期
消火を行い、大事に至らなかった
という事例もありました。
　火災は全てを奪います。火の取
扱いには十分注意するとともに、住宅用火
災警報器を設置しましょう。
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図書館に行こう 淡窓図書館　☎㉒２４９７
開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

　寒い日が続きますね。皆さん、風邪などひいてませんか？ある調査によると、風
邪の効果的な予防方法ベスト３は、手洗い・うがい・マスクだそうです。
　また、冬の間、マスクを手離せないという人も多いのではないでしょうか？ガー
ゼを使ったマスクは保湿効果が高いので、喉・鼻の乾燥防止になり、息苦しくない
ので寝ている間でも付けることができます。しかも、お肌にもいい！という訳で、
ガーゼマスクを作ってみることにしました。
　難しいかな？と思っていましたが、作ってみると意外や意外…。手縫いで簡単に
できるんです。もちろん、ミシンでも
作れます。お子さんとおそろい又は色
違いなどにするのも楽しいかもしれま
せんね。
　これから春にかけて、風邪対策や花
粉対策にと大活躍間違いなしです。是
非チャレンジしてみてくださいね。

かわいいマスクがいっぱい！
かんたん手づくりマスク
アズマカナコ／著　
小学館

参考にした本

　市内の小学生が、カウンター業務や書架整理、本
の返却作業に挑戦しました。挑戦したのは淡窓図書
館が実施している「こども司書講座」の受講生たち
です。カウンターでの挨拶など苦戦する場面もあり
ましたが、明るく積極的に取り組む姿が見られまし
た。次回の講座では、本の紹介カード作りや館内の飾り付けに挑戦します。

　「ともしび読書会」は読書を通してコミュニケー
ションを図り、和気あいあいと活動しています。会
員は13人で４班に分かれ、１か月でそれぞれ１冊づ
つ読み、月に１度集まって意見を交換します。また、
年に２回、文学散歩と称して近県の歴史資料館など
を巡る旅に出掛けています。皆さんも一人の読書とは少し違った時間を過ごし
てみませんか。
□とき　　毎月最終水曜日　午前10時30分～正午　
□ところ　２階会議室　□会費　2,000円／半年

サークル活動に参加しませんか？「ともしび読書会」

小学生が図書館業務に挑戦しました！

子どもの難問
哲学者の先生、教えてください！
野矢茂樹／著　中央公論新社

　なぜ生きてるんだろう。死んだらど
うなるの。子供だけでなく、大人だっ
て答えが見いだせない疑問・難問に、
哲学者が鋭く迫る。

またきょうもみつけた
辻 友紀子／著　ポプラ社

　私は、生きる方を選ぶ…。筋ジ
ストロフィーで衰えていく恐怖や
孤独と戦いながら、それでも希望
を持って命に向き合う著者が、自身の半生を絵と言葉で
つづった絵本。

□とき　１月11日㈯　午後３時～４時
　　　　１月25日㈯　午前11時～正午
□ところ　児童コーナー
※読み聞かせの声が館内に聞こえることが
あります。ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

おいでよ！おはなし会

新刊紹介

４
11
18
25

３

31
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24

２

30
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23

１

29

８
15
22

28

７
14
21

27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

１月の休館日（○…休館日）

図書館の本を読んで、挑戦してみました！
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福村有羽ちゃん
（２歳・清水町）

岩里啓吾ちゃん
（２歳・南元町）

けいご ゆ わ

梅田 楠ちゃん
（１歳・隈１丁目）

みなみ
髙村咲那ちゃん
（１歳・天瀬町出口）

さ な
吉野愛梨ちゃん
（１歳・大山町西大山）

あいり

★印は事前予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）を提出してください。

元気な日田っ子集まれ！
　３月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんが対象で
す。２月１日までにお申し
込みください。（抽選の結
果は、当選者のみに連絡し
ます）

□はがき 住所、お子さんの
氏名と生年月日、保護者
名、昼間の連絡先を記入
の上、郵送

□ホームページ　市ホーム
ページ（電子申請システ
ムのページ）から申込み

□携帯電話　下記の２次元
コードから申込み

※申込みの際は、写真を送
付する必要はありません。

　〒877-8601（住所記載不要）
総務課広報係☎㉒８６２７

中央児童館

☎㉗６４０６
天瀬児童館

☎８９２２
大山児童館

☎２９０１
まえつえ

子育て支援施設

☎２４０９

じ
ど
う
か
ん
・
支
援
施
設
　
　

　
　
　
　
　
1
月
の
主
な
催
し

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

Ｈａｐｐｙ
Ｂｉｒｔｈｄａｙ！

1月生まれ

●お正月遊びをしよう

　11日㈯
　午前10時30分～　
　15日㈬　午後４時～
●お誕生会＆お話会

　16日㈭
　午前10時30分～
●作って遊ぼう

　（節分グッズを作ろう）
　23日㈭
　午前10時30分～

●お正月の遊びを

　楽しもう

　４日㈯
　午前10時30分～
●ジャンボカルタ会

　７日㈫
　午前10時30分～
●コマ作り

　８日㈬
　午前10時30分～
●鬼のお面作り

　29日㈬
　午前10時30分～

●ランチｄａｙ

　15日㈬
　午前10時～
●お誕生日会

　17日㈮
　午前10時～
●せいまお兄さんと

　遊ぼう

　21日㈫
　午前10時～

●作って遊ぼう

　（たこ作り）
　８日㈬・９日㈭
　午前10時30分～正午
●せいまお兄さんと遊

ぼう（お弁当の日）
　10日㈮　午前11時～
★わくわく手作り

　（節分制作）
　16日㈭・17日㈮・
　22日㈬
　午前10時30分～正午
　※10日までに要予約。

千原颯天ちゃん
（２歳・上手町）

はやて

子育て講演会

「子どもとはぐくむ親子関係」
　より良い親子関係を育むために何が必要なのか、何から始
めればいいのか。子供の心を基に、話の聞き方や言葉の使い
方などを学ぶ講演会です。心が温かくなる時間をお届けします。

■とき　　１月18日㈯　午前10時～11時20分
■ところ　丸の内保育園ホール

入場

無料

講師
社会福祉士・福祉教諭

明石 二郎氏
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松原児童館（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

ひのくま

子育て支援センター

☎㉒７５６５

丸の内

子育て支援センター

☎㉓１８９０

チャイルド

プラザ

☎㉕５３００

谷口美羽ちゃん
（２歳・下井手町）

川津華純ちゃん
（２歳・上津江町川原）

かすみ み う
菅原楓袈ちゃん
（３歳・上城内町）

ふうか

幸 翔太ちゃん
（１歳・本町）

しょうた
中野彩奈ちゃん
（１歳・刃連町）

あやな
下馬場 紬ちゃん
（１歳・田島町）

つむぎ
里村佳歩ちゃん
（１歳・吹上町）

か ほ

日田市の人口
（平成25年11月30日現在） 

■人口
　70,321人
　（前月比-45人）
・男　33,272人
・女　37,049人
■世帯数
　27,073世帯

●うたとお話会

　７日㈫
　午前11時～11時30分
●12・１月生まれの

お誕生会

　21日㈫
　午前11時～
●ツインズクラブ

　22日㈬
　午後１時30分～３時

★鬼のお面制作

　15日㈬・16日㈭
　午前９時30分～正午
★カラーパーティー　
17日㈮
　午前10時～
●リトミック

　30日㈭
　午前11時～11時30分

★ママのための

　リンパマッサージ

　16日㈭
　午前11時～
★作って遊ぼう

　（オニのお面を作ろう）
　20日㈪
　午前11時～
★ベビーヨガ

　21日㈫
　午前11時～

髙倉美空ちゃん
（３歳・刃連町）

み く

２月３日は節分。一緒に楽しく豆まきをしませんか。
節分会

鬼は外、福は内！
遊びに来てね！

●天瀬児童館
　せいまお兄さんと
一緒に行います。

■とき
　１月29日㈬
　午前10時30分～

●中央児童館
　豆まきに行きます。
■とき
　１月31日㈮　
　午前10時30分～
　※１月17日までに要予約。

●ひのくま
　子育て支援センター
■とき
　１月25日㈯
　午前10時～11時30分



　夜明循環線は、日田バスセンター発着で、国道３８６号線と
国道２１０号線を通り、夜明大橋で循環します。
お買い物や通院に、是非、ご活用ください。

※各バス停の時刻表は、下記にお問い合わせ
ください。

【問合せ】地域振興課コミュニティ交通係☎㉒８３５６（市役所６階）
　　　　　日田バスセンター☎㉒７６８１

■夜明循環バス運行図
386

210

南友田北友田２丁目

小谷口

入江

西乃山入口

新治

中央通り
三本松

商工会議所前玉川町
消防署前

夜明駅前

川下 白手橋 津辻

下石井

加々鶴

長渓

石井

寺内 泉 鏡坂 銭渕橋 銭渕
竹田新町
一ノ宮病院前

元町
日田バスセンター

夜明循環バス

■ところ・内容
・陸上競技場　午前８時30分～
　人員服装点検、訓練点検、機械器具点検、操法点検など
　※操法点検では、日田方面団田島分団、大山方面団第２分団による水出し操法を実施します。
・三隈川右岸遊歩道（銭渕橋下流）
　午前11時頃　放水点検
・パトリア日田
　午前11時40分～　表彰式
※当日、団員が陸上競技場に集合するま
での間、消防車のサイレンを吹鳴します。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

日田市消防団出初式
１19月 日㈰
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広報ひたは、資源保護のため古紙再生紙と植物油インキを使用しています。

【問合せ】防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）


